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スポーツ施設の利用者の底上げ

2020年度 プロジェクトデザインⅡ

スポーツチーム 担当：河津先生
メンバー：

スポーツ施設の利用が活発に行われていないため

テーマ選定理由

現状調査 ニーズの確認

目標

既存策と残存問題点

創出したアイデア

活動のまとめ

金沢市のニーズ

・多様なスポーツができる機会の拡大
・障害、スポーツに馴染みのない人の
活動の促進と環境整備

既存策
サイトでの施設情報の確認
残存問題点
スポーツに馴染みのない人や障碍者の利用
する機会が少ない

課題解決のためのアイデア創出
金沢市にあるスポーツ施設の利用者
と利用頻度を増やしていく

金沢市のスポーツ振興はしていると体感で
感じている人はおよそ3割ほど

予約する際に、使用目的を書いてもらう

→施設ごとにどの目的で利用されてい
ることが多いのかをAI分析
→その情報をbotに取り入れ、予約する
ときの参考にする

図３ 金沢市総合体育館と中央市民体育館

図１ 金沢市はス
ポーツ振興している
かと思うかについて
のアンケート

長所
・施設ごとの情報比較
・利用者が増える

短所

・データが集まらないと
分析できない

・施設により利用率の差
が生じる

施設が利用されていくほどシステムがより発揮され利用率の向上につながる

図２ 特性要因図

あなたにとってのおすすめ施設案内


